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主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
英
語
／
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
　
［
分
野
・
単
元
］Lesson6 W

ashoku

（
和
食
）・
関
係
代
名
詞
（
本
時
は
、
全
９
時
間
の
う
ち
の
４
時
間
目
。
Ｐ
．49
に
本
時
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
単
元
目
標
の
「
和
食
の
特
徴
を
英
語
で
説
明
す
る
」
の
到
達
に
向
け
て
、
前
時
に
続
き
、
和
食
の
特

徴
を
テ
ー
マ
に
し
た
素
材
文
の
読
解
を
、
新
出
単
語
の
復
習
、
素
材
文
の
音
読
や
和
訳
を
通
じ
て
行
っ
た
。
多
く
の

活
動
に
お
い
て
、
個
人
の
黙
読
や
音
読
、
ペ
ア
で
の
音
読
を
行
っ
た
。

ウォームアップ

４人１組になり、出題者役の１人が、内野先生が提示し
た単語について英語で説明し、解答者役の３人が何の単
語かをあてるゲームを、役割を変えて４回行った。次に、

“Your favorite food”をテーマに、１分間のチャット
をペアで行った。

9:45
本時の概要

うちの・よしあき　教職歴 26 年。同校に赴任して 4 年目。指導教諭。総務部主任。
英語科。大学卒業後、在外公館派遣員として在ボンベイ日本国総領事館に２年間勤務。
ワーキングホリデーでカナダに１年間滞在、社団法人勤務後、教職に就く。

学校概要
◎教育目標は「清純・友愛・誠実」。2019 年度、東京都教育委員会「進学アシスト校」「英
語教育推進校」の指定を受け、オンラインを活用した国語・数学・英語の受験対策講
習、1・2 年生全員を対象とした英語４技能検定試験の受験などを実施している。

◎設立　 1971（昭和 46）年
◎形態　全日制・定時制／普通科／共学　
◎生徒数　１学年約 240 人（全日制）
◎2021年度進路実績（現役のみ）　私立大は、駿河台大、獨協大、亜細亜大、嘉悦大、
杏林大、国立音楽大、工学院大、駒澤大、成蹊大、専修大、帝京大、東京経済大、東
京工科大、東洋大、日本大、日本体育大、武蔵野大、明星大、目白大などに延べ 108
人が合格。短大・専門学校進学 130 人。就職８人。公務員３人。

授 業 実 践

英
語

生
徒
の
活
動
が
主
体
の
授
業
で
、

英
語
の
楽
し
さ
を
体
感
さ
せ
る

東
京
都
立
福ふ

っ

生さ

高
校

　内
野
良よ

し
あ
き昭

発問・課題設定をキーに見る

キーセンテンスの練習

関係代名詞を使ったキーセンテンスを内野先生が解説。生
徒はそれを音読筆写した後、アイコンタクトを意識して言
えるかをペアでチェックした。内野先生とＪＥＴは、５秒
以内にその文が言えるか、１人ずつ確認。言えなかった生
徒は再び番が来るまで、できた生徒を相手に練習した。

10:10
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　私
は
か
つ
て
、「
分
か
る
授
業
」
こ
そ

が「
よ
い
授
業
」だ
と
考
え
、
文
法
事
項
を

し
っ
か
り
定
着
さ
せ
よ
う
と
意
気
込
ん
で

授
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
師

が
話
す
だ
け
の
授
業
は
、
大
学
進
学
が
目

標
で
は
な
い
生
徒
に
は
退
屈
そ
う
で
し
た
。

　特
に
初
任
校
で
は
、授
業
態
度
に
課
題

が
あ
る
生
徒
が
い
る
中
、授
業
が
成
り
立

た
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
始

業
の
号
令
時
、
生
徒
に
名
簿
順
に
教
壇
に

立
っ
て
も
ら
い
、私
の
代
わ
り
に
、

“
Stand 

u
p

, everyo
n

e. G
o

o
d

 m
o

rn
in

g
!”

と
言
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

す
る
と
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
を
始
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
が
主
体
的
に
な

る
た
め
に
は
、
生
徒
自
身
が「
動
く
」
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　生
徒
が
動
く
授
業
を
模
索
す
る
う
ち

に
、
希
望
進
路
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
生

徒
に
と
っ
て
も
「
楽
し
い
授
業
」
が
必
要

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し

い
か
ら
授
業
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
分

か
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増
え
、
英
語
力
も

学
ぶ
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

3

5

2

6

●
私
が
目
指
す
授
業

生
徒
が
楽
し
く
英
語
を
学
べ
る

授
業
を
試
行
錯
誤

新出単語の復習

定着の確認、本時の自己評価

前時に学んだ素材文の新出単語を、内野先生の音読に続き
全員で発音した後、左に英単語、右に日本語での意味が書
かれたプリントを２つ折りにし、交互に見ながら個人で練
習。次に、言われた日本語を英語で答える活動をペアで行い、
答えられなかった単語はその場で５回発音し、定着を図った。

左に意味の塊ごと短くした素材文、右に和訳が記されたプリ
ントで、ペアで音読練習をした。音読の際、生徒はなるべ
くアイコンタクトをして文字から目を離し、ペアの相手が復
唱できるよう大きな声で行った。その後、ペアで素材文を
速く音読する競争を２回行い、“Good job!”とたたえ合った。

ホワイトボードに映した素材文から消えた新出単語を先に
言う競争をペアで行った後、素材文が文頭から自動で消える
中、内容を意識しながら速度を上げて音読した。最後に、授
業冒頭と同様、１分間黙読し、自己の伸長を確認。先生は、音
読や音読筆写の継続で英語学習が楽になると、生徒に伝えた。

9:50

10:2210:30

本時の目標の提示と内容理解

内野先生は、本時の目標を「和食の特徴を英語で説明する」
と提示し、素材文には和食の特徴が４つ書かれていること
を説明。生徒は素材文を１分間黙読してから、読解したこ
とをペアで説明し合った。内野先生が素材文の解説をした
後、ＪＥＴ（＊１）の発音を手本に素材文の音読を繰り返した。

9:55

本時の素材文を習熟

本時のキー課題

＊１　JET プログラムの参加者として学校現場に赴任する ALT。JET と通称されている。都立高校のすべての学年で、日本人外国語担当教員の助手として外国
語授業に携わり、教材の準備や英語研究会のような課外活動などに従事している。JET プログラムは、総務省、外務省、文部科学省及び一般財団法人自治体国
際化協会（CLAIR）の協力の下、地方自治体が実施している「語学指導等を行う外国青年招致事業」（The Japan Exchange and Teaching Programme）の略称。

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

 高校版  2022 February47

0-01-J-22513-001 2021 年度 VIEW next 高校版 2 月号 46 頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組

01/21
引寺

色
校

02/01
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22513-001 2021 年度 VIEW next 高校版 2 月号 47 頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組

01/21
引寺

色
校

02/01
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P46-49_view-next-koukou-2g.indd   47P46-49_view-next-koukou-2g.indd   47 2022/02/01   11:352022/02/01   11:35



　
私
が
考
え
る
「
楽
し
い
授
業
」
は
、
仲

間
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
授
業
で
す
。
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
学
校
で
学
ぶ
意
義
で
も
あ
り

ま
す
。
目
標
に
向
け
て
協
力
す
る
、
ゲ
ー

ム
感
覚
で
競
う
な
ど
、
生
徒
主
体
の
活
動

と
し
、
高
校
卒
業
後
に
社
会
で
求
め
ら
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

の
英
語
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
く
と
し
て

も
必
要
と
な
る
の
は
、
目
標
に
向
か
っ
て

チ
ー
ム
で
協
働
す
る
力
で
す
。
そ
こ
で
授

業
で
は
、
英
語
４
技
能
を
楽
し
く
習
得
す

る
こ
と
に
加
え
て
、
協
働
の
大
切
さ
を
体

験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
段
階
か
ら
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
他
者

の
英
語
を
聞
い
て
自
分
の
英
語
を
振
り

返
っ
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え

合
っ
た
り
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
入
学

直
後
は
、
多
く
の
生
徒
が
英
語
で
の
他
者

と
の
や
り
取
り
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、

最
初
の
う
ち
は
、
私
と
Ｊ
Ｅ
Ｔ
が
手
本
を

見
せ
ま
す
。
や
り
取
り
の
方
法
が
分
か
れ

ば
、
生
徒
は
楽
し
ん
で
取
り
組
み
ま
す
。

る
活
動
で
す
。
最
初
は
ほ
と
ん
ど
英
語
を

言
え
な
か
っ
た
生
徒
が
、
練
習
を
重
ね
る

度
に
話
す
語
彙
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

英
語
が
得
意
な
生
徒
は
、
話
す
ス
ピ
ー
ド

が
ど
ん
ど
ん
速
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
く
と
、
素
材
文
の
要

約
を
い
き
な
り
書
か
せ
て
も
、
あ
る
程
度
、

自
分
の
言
葉
で
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
授
業
で

集
中
し
て
学
べ
ば
、
英
語
力
は
伸
び
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
１
・
２
年
次
に
年
１
回
受
検
す
る
「
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
も
、
生
徒
に
英
語
力
の
伸
び
を

実
感
さ
せ
る
機
会
に
し
て
い
ま
す
。「
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
過

去
問
題
を
参
考
に
作
問
し
た
文
章
題
を

　
文
法
の
指
導
で
も
、例
え
ば
、
２
つ
の
例

文
を
示
し
て
「
ど
こ
が
違
う
？
」
と
問
い

か
け
る
際
に
、
仲
間
と
一
緒
に
考
え
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
文
法
が
苦
手
な
生
徒
が
学
習
に
前
向

き
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
徒
が
仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

め
る
課
題
と
し
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ

ス
ト
や
動
画
制
作
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
で
は
、
例
え

ば
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
作
っ
た
ス
キ
ッ

ト
を
発
表
し
、
ク
ラ
ス
全
員
で
評
価
し
ま

す
。
登
場
人
物
の
人
間
関
係
や
会
話
の
Ｔ

Ｐ
Ｏ
を
考
え
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
よ
う

に
伝
え
て
い
ま
す
。
英
語
が
苦
手
な
生
徒

も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
小
道
具
を
工
夫
し

な
が
ら
、
生
き
生
き
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
動
画
は
、
英
語
に
よ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

や
日
本
文
化
の
紹
介
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

グ
ル
ー
プ
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
制
作
過

程
で
英
作
文
や
発
音
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に

関
す
る
助
言
を
し
、
観
る
人
を
飽
き
さ
せ

な
い
工
夫
を
し
よ
う
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
授
業
時
間
内
に
動
画
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
は
難
し
く
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
放
課

後
や
週
末
に
録
画
や
編
集
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
授
業
中
あ
ま
り
発
言
を
し
な
い

生
徒
が
、
動
画
の
中
で
は
笑
顔
で
活
発
に

英
語
を
話
し
て
い
た
り
、
編
集
作
業
で
思

わ
ぬ
才
能
を
発
揮
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
生
徒
が
動
き
、
楽
し
く
英
語
を

学
ぶ
学
習
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
が
自
身
の
成
長
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
、
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
単
元
や
授
業
の
冒
頭
に
「
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
こ
と
」
を
生
徒
と
共

有
し
ま
す
。
本
時
で
は
、「
和
食
の
特
徴
を

英
語
で
説
明
す
る
」
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

素
材
文
を
初
め
て
読
む
時
に
そ
の
時
点
で

の
理
解
度
を
自
己
評
価
し
、
授
業
の
終
盤

に
同
様
に
素
材
文
を
読
ん
で
自
己
評
価
を

し
て
、
自
分
の
伸
び
を
自
覚
さ
せ
ま
す
。

　
イ
ン
プ
ッ
ト
を
十
分
に
行
っ
た
後
、
素

材
文
の
内
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
再

現
す
る
ワ
ー
ド
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
図
）

も
、
生
徒
が
英
語
力
の
伸
び
を
実
感
で
き

図　ワードカウント用のワークシート　

2016 年、全国英語教育研究団体連合会において西
にし

 巌
いつひろ

弘先生が発
表したワークシートを参考に、内野先生が作成。
※学校資料をそのまま掲載。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
、

楽
し
み
な
が
ら
協
働
性
を
育
成
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主体的・対話的で深い学び

定
期
考
査
で
出
題
し
た
り
、「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」

を
初
め
て
受
検
す
る
１
年
生
に
は
、
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
を
受
検
し
て
い
る
先

輩
の
様
子
が
分
か
る
動
画
を
見
せ
た
り
し

て
、
受
検
へ
の
意
識
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
の
成
果
は
、「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
ス

コ
ア
の
伸
び
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
特
に

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
２
）

の
Ａ
２
に
達
す
る
生
徒
の
割
合
が
、
１
年

次
は
約
４
割
だ
っ
た
の
が
、
２
年
次
に
は

７
割
以
上
と
な
っ
た
学
年
も
あ
り
ま
す
。

生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
日
常
会
話

を
英
語
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
答

え
る
生
徒
が
、
学
年
が
上
が
る
に
連
れ
て

増
え
て
い
る
の
も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　
英
語
を
学
ぶ
こ
と
で
、
興
味
や
関
心
が

世
界
に
向
き
、
視
野
が
広
が
り
ま
す
。
た

と
え
外
国
に
行
か
な
く
て
も
、
日
々
の

生
活
は
外
国
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
が
、
世
界
の
人
々
と
協
働
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
の
英
語
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

日
常
会
話
を
英
語
で
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
う
生
徒
が
増
加

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】英語・英語コミュニケーションⅠ　【分野・単元】Lesson6 Washoku・関係代名詞　【テーマ・作品】和食　【設定時数】
全９時間（本時は４時間目）　【単元目標】和食に関する知識を得て、それを自分の言葉（英語）で人に伝えることができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１

• 世界の食文化に
ついて知る

• 関係代名詞主格
の理解

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 例文を参考にして文法の法則を導き出そうとし

ている。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。

【思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③新出文法事項の理解
④本文の理解度チェック

【主体的な学び】指
示された活動に、積
極的に取り組んでい
るか。授業の最初と
終わりで自分の伸び
を確認させる。

【対話的な学び】ペ
アやグループの活動
で積極的に自分の分
かったことや意見を
述べているか。

【深い学び】「分かる」
で満足せず、「でき
る」ようになるため
の活動に積極的に取
り組んでいるか。

自己
評価

２

• 世界の食文化に
ついて知る

• 教科書の内容を
アウトプットする

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。
• ヒントを基に自分の今の実力で英語を話す。

【判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③本文の速読・速解の訓練
④本文の理解度チェック
⑤本文のアウトプットの練習

自己
評価

3

• 和食の特徴を知
る

• 関係代名詞目的
格の理解

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 例文を参考にして文法の法則を導き出そうとし

ている。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。

【思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③新出文法事項の理解
④本文の理解度チェック

自己
評価

4

• 和食の特徴を知
る

• 教科書の内容を
アウトプットする

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。
• ヒントを基に自分の今の実力で英語を話す。

【判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③本文の速読・速解の訓練
④本文の理解度チェック
⑤本文のアウトプットの練習

自己
評価

5

• 日本食の材料が
どこから来てい
るのかを知る

• 関係代名詞 what
を理解する

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 例文を参考にして文法の法則を導き出そうとし

ている。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。

【思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③新出文法事項の理解
④本文の理解度チェック

自己
評価

8

• 食文化を守るた
めに行われてい
ることを知る

• 教科書の内容を
アウトプットする

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。
• ヒントを基に自分の今の実力で英語を話す。

【判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③本文の速読・速解の訓練
④本文の理解度チェック
⑤本文のアウトプットの練習

自己
評価

9
• まとめ
• 文法事項の総復

習

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。

【思考力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②文法事項の復習
③練習問題

※内野先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全９時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

＊２　ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）の略称。語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学
習指導教材の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001年に欧州評議会が発表。Ａ（基礎段階の言語
使用者）、Ｂ（自立した言語使用者）、Ｃ（熟達した言語使用者）ごとに２レベル、計６レベルが設定されている。
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